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◆調査要領 
 

 

１．調査の目的： 山梨県内で最も速報性の高い『街角の景況感』を把握する調査 

として中小企業の明日の経営活動に資する。 

２．調査実施機関： 甲 府 商 工 会 議 所 

３．調査実施時期： 令和５年９月１５日(金)～９月２９日(金) 

４．調 査 対 象： 当所会員１３０事業所 

５．調 査 方 法： ファクシミリによるアンケート方式 

６．有効回答数： ７９件 

７．有効回答率： ６０．８％ 

８．特 記 事 項： 原則、小数点以下第二位で四捨五入 
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◆結果概要 

【8-9 月期の動き】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

全体業況は▲３．８と２期振りの改善。 

仕入単価は悪化傾向ながら、人流活発を感じる企業も多

く、活発化による人手不足が新たな課題に。 

向こう３ヶ月の業況は 2．5 と改善する見通し。 

8-9 月期の全業種総合の業況ＤＩは、▲3．8（前期比 1．9 ポイント増）と、2 期振りの改

善となった。新型コロナ 5 類移行後も、依然として仕入単価ＤＩは▲87．3（前期比 5．9 ポ

イント減）と悪化傾向だが、人流の活発化を実感する企業も増加しており、急な活発化による人

手不足が新たな課題としている企業が多数。向こう３ヶ月の先行き業況は 2．5と改善する見通

し。 

業種別では、製造業、建設業、小売業が改善、卸売業、サービス業が悪化となった。 

製造業の業況ＤＩは 21．1（前期比 2．3 ポイント増）と 2 期振りの改善となった。 

○悪化⇒売上ＤＩ、採算ＤＩ、仕入単価ＤＩ、従業員ＤＩ   〇横ばい⇒金融貸出しＤＩ    

向こう３ヶ月の業況は、悪化する見通し。 

建設業の業況ＤＩは▲20．0（前期比 13．3ポイント増）と 3期連続の改善となった。 

○改善⇒売上ＤＩ、従業員ＤＩ、金融貸出しＤＩ   〇悪化⇒採算ＤＩ 

〇横ばい⇒仕入単価ＤＩ 

向こう３ヶ月の業況は、改善する見通し。 

卸売業の業況ＤＩは▲11．8（前期比 11．8ポイント減）と 2期連続の悪化となった。 

〇改善⇒従業員ＤＩ   ○悪化⇒売上ＤＩ、採算ＤＩ、仕入単価ＤＩ 

〇横ばい⇒金融貸出しＤＩ 

向こう３ヶ月の業況は、改善する見通し。 

小売業の業況ＤＩは▲23．5（前期比 1．5 ポイント増）と２期連続の改善となった。 

〇改善⇒採算ＤＩ、従業員ＤＩ   〇悪化⇒売上ＤＩ、仕入単価ＤＩ 

〇横ばい⇒金融貸出しＤＩ 

向こう３ヶ月の業況は、改善する見通し。 

サービス業の業況ＤＩは 18．2（前期比 15．1 ポイント減）と 2期連続の悪化となった。 

○改善⇒売上ＤＩ、採算ＤＩ、従業員ＤＩ、金融貸出しＤＩ   〇横ばい⇒仕入単価ＤＩ 

向こう３ヶ月の業況は、悪化する見通し。 
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業況ＤＩの推移 

（2001 年 4・5 月期 ～ 2023 年 8・9 月期） 
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◆全業種・業種別詳細 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆指標の見方 

 

 

 

 

 

 

※仕入単価ＤＩは、仕入単価が下落した場合、「➚」（改善）と表示しております。 

従業員ＤＩは、従業員が不足している場合、「➚」（改善）と表示しております。 

 

◆ 全業種総合 

業況 業況(先行) 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 

       

▲３．８ ２．５ ▲１．３ ▲１５．２ ▲８７．３ ４１．８ ３．８ 

 

８－９月期の全業種総合の業況ＤＩは、▲３．８（前期比１．９ポイント増）と２期振りの改善となっ

た。 

項目別 

○３期連続改善⇒従業員ＤＩ（３４．３→４１．８） 

〇２期連続改善⇒金融貸出しＤＩ（１．４→３．８） 

○２期連続悪化⇒売上ＤＩ（５．７→▲１．３） 

〇今期より悪化⇒採算ＤＩ（▲１４．３→▲１５．２）、仕入単価ＤＩ（▲８１．４→▲８７．３） 

向こう３ヶ月の先行き業況は、２．５と改善する見通し。 

  

前回ＤＩに比べて（先行は今回実績値に比べて） 

改善 不変 悪化 

   

ＤＩ値 ＤＩ値 ＤＩ値 

※ ＤＩ値（景況判断指数）について 

 ＤＩ値は、売上・採算・業況などの各項目についての、判断の状況

を表す。ゼロを基準として、プラスの値で景気の上向き傾向を表す回

答の割合が多いことを示し、マイナスの値で景気の下向き傾向を表す

回答の割合が多いことを示す。従って、売上高などの実数値の上昇率

を示すものではなく、強気・弱気などの景気感の相対的な広がりを意

味する。 
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◆ 業種別 

製造業 

業況 業況(先行) 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 

       

２１．１ ５．３ ５．３ １５．８ ▲８９．５ １５．８ ０．０ 

 

業況ＤＩは２１．１（前期比２．３ポイント増）と２期振りの改善となった。 

項目別 

○今期より悪化⇒売上ＤＩ（３１．３→５．３）、採算ＤＩ（２５．０→１５．８） 

仕入単価ＤＩ（▲７５．０→▲８９．５）、従業員ＤＩ（１８．８→１５．８） 

○４期連続横ばい⇒金融貸出しＤＩ（0．0→0．0） 

向こう３ヶ月の業況は、５．３と悪化する見通し。 

 

 

 

建設業 

業況 業況(先行) 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 

       

▲２０．０ ６．７ ▲２０．０ ▲６０．０ ▲８６．７ ６６．７ ６．７ 

 

業況ＤＩは▲２０．０（前期比１３．３ポイント増）と３期連続の改善となった。 

項目別 

○４期連続改善⇒従業員ＤＩ（６０．０→６６．７） 

○３期連続改善⇒売上ＤＩ（▲３３．３→▲２０．０） 

○今期より改善⇒金融貸出しＤＩ（０．０→６．７） 

○今期より悪化⇒採算ＤＩ（▲４０．０→▲６０．０） 

〇今期より横ばい⇒仕入単価ＤＩ（▲８６．７→▲８６．７） 

向こう３ヶ月の業況は、６．７と改善する見通し。 
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卸売業 

業況 業況(先行) 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 

       

▲１１．８ ▲５．９ ０．０ ▲３５．３ ▲８２．４ ４７．１ ５．９ 

 

業況ＤＩは▲１１．８（前期比１１．８ポイント減）と２期連続の悪化となった。 

項目別 

〇今期より改善⇒従業員ＤＩ（３５．３→４７．１） 

〇２期連続悪化⇒採算ＤＩ（▲２９．４→▲３５．３） 

〇今期より悪化⇒売上ＤＩ（１７．６→０．０）、仕入単価ＤＩ（▲７６．５→▲８２．４） 

〇今期より横ばい⇒金融貸出しＤＩ（５．９→５．９） 

向こう３ヶ月の業況は、▲５．９と改善する見通し。 

 

 

 

小売業 

業況 業況(先行) 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 

   

  

    

▲２３．５ ０．０ ▲２３．５ ▲１１．８ ▲８２．４ ２９．４ ０．０ 

 

業況ＤＩは、▲２３．５（前期比１．５ポイント増）と 2 期連続の改善となった。 

項目別 

〇２期連続改善⇒採算ＤＩ（▲２５．０→▲１１．８） 

〇今期より改善⇒従業員ＤＩ（１８．８→２９．４） 

〇今期より悪化⇒売上ＤＩ（▲６．３→▲２３．５）、仕入単価ＤＩ（▲８１．３→▲８２．４） 

〇６期連続横ばい⇒金融貸出しＤＩ（0．0→0．0） 

向こう３ヶ月の業況は、０．０と改善する見通し。 
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サービス業 

業況 業況(先行) 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 

       

１８．２ ９．１ ４５．５ １８．２ ▲１００．０ ６３．６ ９．１ 

 

業況ＤＩは１８．２（前期比１５．１ポイント減）と２期連続の悪化となった。 

項目別 

〇２期連続増加⇒採算ＤＩ（１６．７→１８．２）、従業員ＤＩ（５０．０→６３．６） 

○今期より増加⇒売上ＤＩ（３３．３→４５．５）、金融貸出しＤＩ（０．０→９．１） 

○２期連続横ばい⇒仕入単価ＤＩ（▲１００．０→▲１００．０） 

向こう３ヶ月の業況は９．１と悪化する見通し。 
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◆ 業種別詳細 

製造業（食品） 

業況 業況(先行) 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 

       

 

製造業（工業製品） 

業況 業況(先行) 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 

       

 

製造業（宝飾） 

業況 業況(先行) 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 

       

 

 

建設業（建築） 

業況 業況(先行) 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 

       

 

建設業（土木） 

業況 業況(先行) 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 

       

 

建設業（鉄鋼） 

業況 業況(先行) 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 
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卸売業（食品） 

業況 業況(先行) 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 

 

  

      

 

卸売業（繊維） 

業況 業況(先行) 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 

       

 

卸売業（その他） 

業況 業況(先行) 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 

       

 

 

小売業（大型店） 

業況 業況(先行) 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 

       

 

小売業（食品） 

業況 業況(先行) 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 

       

 

小売業（事務用品） 

業況 業況(先行) 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 
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小売業（趣味・日用品） 

業況 業況(先行) 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 

       

 

小売業（家電） 

業況 業況(先行) 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 

       

 

 

サービス（ホテル・旅館） 

業況 業況(先行) 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 

       

 

サービス業（観光） 

業況 業況(先行) 売上 採算 仕入単価 従業員 金融貸出し 
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➢ 中小企業の声（現状や直面している課題 等） 

【製造業】 

製造業（食品） 

 ・売上は増加しているが、近年、水産物価格が上昇しており、エネルギー価格上昇も含めて原価の

高騰が利益を圧迫している。 

製造業（工業） 

 ・国内売上は、値上げ浸透、需要の取り込みなど、年比較で増加。輸出売上も円安効果もあり、国

内同様増加傾向。 

製造業（宝飾） 

 ・コロナ禍の規制緩和により海外売上が回復傾向となったが、顧客の高齢化により、先行きの不安

が高まっている。 

 

 

【卸売業】 

卸売業（その他） 

・業種間での好不調が拡大している印象。 

 

【建設業】 

建設業（建築） 

 ・人員不足が深刻化。熟練者も確保できず、従業員 1人の負担が増加している。 

建設業（土木） 

 ・職人不足が深刻化。求人を出しても人材が確保できず、最大の課題となっている。 

  

【小売業】 

小売業（食料品） 

 ・菓子業界は前期同様、猛暑日の連続による需要低下が売上に大きく影響している。 

小売業（趣味・日用品） 

 ・街の人流がコロナ禍前と比較しても大きく変わらず、利益も厳しい。 
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【サービス業】 

サービス業（観光） 

 ・お盆休みに台風の影響があったが、夏休みの人出は多く、9 月から修学旅行などの団体客の動き

も期待され、状況は好転傾向。 

サービス業（飲食その他） 

 ・コロナ 5 類移行により売上回復の兆しは見えたが、物価上昇による費用拡大や、人員確保によ

る新たな経費増加を考慮すると、依然として厳しい状況が続いている。 

 

以上 


